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笑う門には福来たる
～笑いヨガで心も体もリラックス～

介護予防教室（四條地区） 地域で共にいきるまちづくり



まんのう町社会福祉大会 12月10日
町民文化ホール

　
町
内
の
福
祉
関
係
者
が
集
い
「
第
11
回
ま
ん
の
う
町
社
会
福
祉
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
元
N
H
K
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」
専
任
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
北
折
一
様
を
講
師
に
迎
え
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
流
!!
美
味
し
く
楽
し

く
生
き
る
コ
ツ
」
～
健
康
づ
く
り
の
裏
技
教
え
ま
す
～
　
と
題
し
て
、
自
ら

の
減
量
経
験
や
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
の
健
康
情
報
の
読
み
解
き
方
・

伝
え
方
な
ど
盛
り
沢
山
な
内
容
が
快
速
に
進
め
ら
れ
、
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
地
域

福
祉
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。
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近
年
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ

る
核
家
族
化
の
進
行
に
と
も
な
い
、
家
庭
や
地
域
の
つ

な
が
り
が
希
薄
化
す
る
中
、
生
活
困
窮
者
や
社
会
的
孤

立
、
さ
ら
に
は
雇
用
情
勢
の
変
化
に
よ
る
経
済
的
困
窮

な
ど
深
刻
な
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
、
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

は
、
身
近
な
人
の
抱
え
る
悩
み
に
気
づ
き
、
寄
り
添
っ

た
支
援
を
提
供
で
き
る
地
域
社
会
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た
り
、
地
域
福
祉
関
係
者
は

行
政
や
専
門
職
、
関
係
諸
機
関
と
一
層
の
連
携
を
深
め

「
元
気
　
ふ
れ
あ
い
　
ほ
っ
と
安
心
　
地
域
で
と
も
に

生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
次
の
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

○
見
守
り
、
声
か
け
に
よ
り
、
地
域
の
絆
を
育
み
ま
す
。

○
お
互
い
様
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
に
よ
り
、
安
心

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
与
え
ら
れ
た
命
に
感
謝
し
、
一
人
ひ
と
り
の
こ
こ
ろ

に
寄
り
添
い
、
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
第
十
一
回
ま
ん
の
う
町
社
会
福
祉
大
会

大
会
宣
言

　11月10日（木）に開催された香川県社会福祉大会において、長年地域福祉推進に
努められた下記の方々が、表彰を受けられました。

香川県知事表彰（民生委員・児童委員）
　　西丸　正明 様
香川県社会福祉協議会会長表彰（民生委員・児童委員）
　　西原美千子 様　　　　増田　和夫 様
　　真鍋　　隆 様　　　　白川アヤ子 様
　　多田　　覚 様　　　　平川　英子 様
　　安西　朱実 様　　　　西山　章子 様
香川県共同募金会会長表彰
　　まんのう町社会福祉協議会長炭支部 様

香川県社会福祉大会受賞おめでとうございます

平成２９年３月１８日（土）
１０：００～１４：００
満濃農村環境改善センター

　詳しくはチラシでお知らせします。
　今年も大勢の方のご来場をお待ちしております。

第 11回まんのう健康・福祉まつりを下記の日程で開催いたします。

日時

場所

まんのう健康・福祉まつり開催のお知らせ
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　今年度は、「笑いヨガで心も体もリラックス」と、題して、講師　中村淳子様をお招きし６会場で開
催しました。笑いには伝染の効果があり、参加者が一緒に笑ったり、歌ったりして心と体を癒しました。
　参加された方の感想を一部ご紹介します。「一人で家にいると、こんなに笑うことが無い！今日は沢
山笑って体も温まり元気になった気がする。」、「楽しかったです。有難うございます。」等　嬉しいお
言葉を頂きました。

延べ１４１人参加介 護 予 防 教 室
▲琴南農改センター

▲満濃農改センター

▲なごみ館

▲婦人の家

や く し 会サ ロ ン へ よ う こ そ

　やくし会（代表　寺嶋清枝）は、隣近所皆が楽しんで集まれる
居場所があればと、平成 28 年 5 月 15 日より始まりました。
　サロンに伺ったのは、10 月 1 日。当日、町健康増進課保健師
2 名によるロコモ予防のお話や、まんのういきいき体操の指導を
していただき学習する良い機会となった様です。
　1 月には、皆が楽しんで参加出来る様に新年会を企画し
ているとの事です。
　最高齢者 88 歳寺嶋サカエ様は、「毎回この会を楽しみに
して参加している。」と、喜んで応えてくれました。

デ ー タ

発 足 年　平成28年5月15日

会　　員　17名
会　　場　薬師堂
開催時間　13：30～15：30

開催回数　11回
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福祉サービス利用援助事業
（日常生活自立支援事業）

　 福祉サービスの利用手続きや生活費の管理が一人では難しい…日常生活の心配ごと、困りごとの相
談を受けながら、福祉サービスを利用する手続きのお手伝いや、日常生活費の管理のお手伝いをします。
サービス内容
①福祉サービス利用援助
　・福祉サービスについての情報提供や利用手続きのお手伝い
　・利用している福祉サービスの苦情を解決するためのお手伝い
　・福祉サービス利用料の支払いなど
②日常的金銭管理サービス
　・公共料金などの支払いや年金などの受領の確認
　・日常生活に必要な生活費の払戻など預貯金の出し入れ
　・日常生活の金銭管理についてのお手伝い
③書類等預かりサービス
　・預貯金通帳や年金証書など、無くしては困る大切な書類の預かり
　　※「書類等の預かりサービス」のみの利用はできません。

「利用できる方」
　・高齢や障がいにより、日常生活上の判断に不安を感じている方が対象です。

「利用するには」
◎まんのう町社会福祉協議会  介護福祉課にご相談ください。（ご相談は無料です。相談内容等プライバシーは厳守いたします。）
　・専門員が訪問して、ご本人と提供するサービス内容を話し合い、支援計画を立て、契約を結びます。
　※契約行為が理解でき、ご本人の利用希望の意思が確認できること

　この事業における契約行為とは、ご本人（利用者）と社会福祉協議会の間で福祉サービス利用援助契
約を締結することをいいます。家族や代理の方との契約は結ぶことができません。（但し、成年後見人等
と契約を結ぶことは可能です。）
　また、福祉サービスを利用する際の手続きや申請、日常的な金銭管理等利用者の権利に深く関わった
援助をするため、あくまでもご本人（利用者）の意思が確認できることが前提となります。

「利用料について」
　　・１回（１時間程度）の利用の場合　　　　　　　　　　　　　　　：利用料金1,500円
　　・書類等の預かりサービスで金融機関の貸金庫等を利用する場合　　：貸金庫利用料の実費

ボランティア

協力校コーナー

介護老人福祉施設 仲南荘にてボランティア活動をした感想をいただきました。
一部ご紹介致します。

気づく・感じる・学ぶ気づく・感じる・学ぶ
児童・生徒の福祉教育まんのう町立仲南小学校

　仲南荘では、お年よりの方々のために、たくさんのくふうがある
ことが分かりました。わたしは、仲南荘を見学させていただいて、
かんごしになりたいと思いました。　　　　　３年　近藤　舞洋

　車いすをおすときの声かけや、ベッドからおき上がれない人のおふろの入り方など、ぼくの
知らなかったことがたくさん分かりました。もっと勉強したくなりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３年　道久　健太

　お年よりの方と接するときには、どんなことに気をつければよろこんでもらえるかを教えて
いただけました。次の仲南荘のほうもんの時にも生かしたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３年　東山　夢奈

　わたしの夢はかいごしなので、お年よりの方々への接し方などの仕事内容を
知ってすごいと思いました。大人になったら、かいごしの仕事にがんばりたい
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３年　片岡　玲奈
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地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
方
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
き
、

速
や
か
に
発
見
に
つ
な
げ
る
た
め
に
関
係
者
は
ど
の
よ
う
に

連
携
し
て
捜
索
に
取
り
組
め
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
実
践
を

通
じ
て
具
体
的
な
体
制
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
団
体
が
参
加
す
る

捜
索
模
擬
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
当
日
、
仲
南
荘
に

集
合
し
た
参
加
者
は
、「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
ご

自
宅
か
ら
行
方
不
明
に
な

っ
た
」
と
い
う
設
定
に
も

と
づ
い
て
、
行
方
不
明
者

の
服
装
な
ど
基
本
情
報
を

共
有
し
、
地
域
へ
出
向
い

て
約
一
時
間
の
捜
索
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
振
り
返
り
の
会
で
は
、
訓
練
の
中
で
気
づ
い
た

こ
と
に
つ
い
て
参
加
者
間
で
話
し
合
わ
れ
、
連
絡
の
流
れ
や

地
域
の
方
と
の
情
報
共
有
の
仕
方
な
ど
、
実
際
に
捜
索
を
行

う
場
合
に
は
改
善
が
必
要
と
な
る
課
題
も
発
見
・
共
有
し
ま

し
た
。
今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
関
係
者
の
連
携
へ
の
意
識

も
強
ま
り
、
今
後
の
体
制
整
備
に
つ
な
が
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
12
月
２
日
、
ま
ん
の
う
町
役
場

本
庁
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

一
斉
改
選
に
伴
う
委
嘱
伝
達
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
ま
ん

の
う
町
で
は
62
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
地
域
の
身
近
な
相
談

役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
回
の
改
選
で
16
人
の
委
員

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ

ま
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

のふくし なかま
「
も
し
も
の
時
」
に
備
え
て
連
携
を
確
認

高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
捜
索
訓
練

地
域
の
身
近
な
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員 

委
嘱
さ
れ
る

▲退任された民生委員さん、お疲れ様でした！
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１２月１２日㈪ クリスマス会

「ひまわり」登録数　　　　７２組
一時預かり登録者数　　　　１組
利用者数　保護者延べ　８０７人
　　　　　子ども延べ１,００４人
職員・ボランティア等延べ　６７１人

ひまわりデーター

こんなことしたよ！

１０月７日㈮ いもほり遠足

１２月７日㈬ くるくるリサイクル

１０月２６日㈬・１０月３１日㈪
ハロウィン仮装

１０月２１日㈮ 手作りおやつ

１１月３０日㈬ 消防車がやってくる

遠足でほったおいもを使ったよ

おえかき楽しいね〜

読書ボランティア
「四つ葉のクローバー」さん

応急処置を教わりました
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善意 寄付の

社会福祉法人　まんのう町社会福祉協議会
〒 769 − 0313　香川県仲多度郡まんのう町生間 415 番地 1［役場仲南支所内］
☎ 0877 − 77 − 2991　FAX0877 − 77 − 2992　E-mail：manno-syakyo@mg.pikara.ne.jp

http://www.manno-syakyo.jp/

皆様からの善意のご寄附は地域福祉に
有効活用させていただいております。
本誌をもって改めて厚くお礼申し上げます。

平成28年10月1日から平成28年12月31日分

個　　　人（香典返し）

個　　　人（一般）

イラスト　山本恭子さん

七　箇 松内　邦博
七　箇 山内　忠重
吉　野 末久　　清

吉　野 臼杵　健一
真　野 今田　雅文
山　脇 尾﨑　憲三

吉　野 多田　　覚

寄附金の税額控除について
本会への寄附金は所得税及び住民税の控除対象になっています。
寄附金控除の適用を受けるには、寄附の際に交付した領収書を添付して確定申告を行って下さい。

平成28年度
まんのう町見守り・声かけ・ほっと安心事業

～ 研 修 会 ～
11 月 25 日　各地区民生委員児童委員さん、見守り声かけほっと安心事業に取り組
んでいる集落代表者の方　43 名参加！
講師　住民流福祉総合研究所　所長　木原 孝久 様
　テーマ「ご近所パワーで助け合い起こし」と題して、住民の福祉力をどうやって
強化していくのか、住民の助け合いの実態や事例に基づいて、ご近所福祉活動の
メリットや重要性をお話しして頂きました。

団 　 体
一般社団法人　仲善教育会
昭和20年3月神野小学校卒業生同窓会
中讃ケーブルビジョン㈱▼


